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は
じ
め
に 「

初
期
花
伝
」

の
増
補
時
期
再
検

ー
増
補
記
事
の
質
を
め
ぐ
っ
て
1

世
阿
弥
の
芸
論
の
代
表
で
あ
る
『
花
伝
』
に
後
年
に
増
補
さ
れ
た
箇
所

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
て
い
ど
ま
と
ま
っ
た
形
で
指
摘
さ
れ
た
の

(
1
)
 

は
、
表
章
氏
の
校
注
に
な
る
『
世
阿
弥
禅
竹
』
の
「
補
注
」
（
一
―
‘

二
0
、
二
四
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
藤
正
義
氏
の
論
考
「
花
の
伝

1

世
阿
弥
の
出
発
」
は
右
の
表
氏
の
説
に
賛
同
し
、
新
し
い
増
補

(
2
)
 

箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
代
表
的
な
増
補
箇
所
の
例
と
し
て
は
、

「
花
伝
』
序
文
や
「
花
修
」
執
鉦
以
前
に
増
補
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い

る
「
物
学
条
々
」
[
物
狂
]
の
条
と
「
問
答
条
々
」
第
ァ
宋
、
ま
た
、
「
花
修
」

に
基
づ
く
増
補
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
問
答
条
々
」
の
第
三
条
と
第
七
条
、

ま
た
、
「
別
紙
口
伝
」
に
基
づ
く
増
補
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
物
学
条
々
」
[
老

人
]
の
条
な
ど
が
あ
る
。

(
3
)
 

さ
ら
に
、
表
氏
の
論
考
「
『
花
伝
』
か
ら
『
風
姿
花
伝
』
へ
の
本
文
改
訂
」

は
こ
の
問
題
を
総
合
的
に
究
明
し
、
『
花
伝
』
の
第
三
ま
で
の
原
形
は
、

現
存
五
巻
本
に
見
ら
れ
る
本
文
か
ら
約
三
分
の
一
を
減
じ
た
も
の
と
し
て

い
る
（
以
下
、
応
永
七
年
に
成
立
し
た
当
初
の
『
花
伝
』
を
表
氏
に
な
ら
っ
て
「
初
期

花
伝
」
と
略
称
）
。
ま
た
、
表
氏
の
右
の
論
考
は
、
「
花
伝
」
が
増
補
さ
れ
た

時
期
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

第
三
ま
で
で
完
結
し
て
い
た
形
に
第
四
神
儀
と
奥
義
を
加
え
た
段
階

と
、
書
名
を
『
花
伝
」
よ
り
『
風
姿
花
伝
』
に
改
め
た
段
階
と
、
ニ

度
の
機
会
に
改
訂
・
増
補
が
か
な
り
集
中
的
に
行
な
わ
れ
た
ろ
う
こ

と
は
ほ
ぽ
確
か
で
あ
ろ
う
。
…
（
中
略
）
•
•
•
そ
し
て
、
序
や
、
第
二

の
序
的
記
事
・
跛
文
や
、
第
三
の
跛
文
な
ど
、
形
を
整
え
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
増
補
や
、
第
四
と
奥
義
篇
の
改
訂
の
す
べ
て
は
後
の
機

会
で
あ
ろ
う
し
、
第
六
花
修
や
第
七
別
紙
口
伝
の
本
文
を
背
景
と
す

る
改
訂
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
「
公
案
」
の
語
を
含
む
部
分
も
、
や
は

り
後
の
機
会
と
思
わ
れ
る
。
「
物
狂
」
の
条
の
「
又
云
」
で
始
ま
る

一
節
の
み
は
最
初
の
段
階
で
の
改
訂
に
相
違
な
く
、
他
に
も
同
じ
機

会
の
改
訂
個
所
が
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、
明
言
は
で
き
な
い
。

右
の
表
氏
の
説
に
従
え
ば
、
め
ぼ
し
い
増
補
は
書
名
を
『
花
伝
』
よ
り
『
風

姿
花
伝
』
に
改
め
た
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
表
氏
の
前
掲
『
世

尾

本

頼

彦
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阿
弥
禅
竹
」
補
注
二

0
や
岩
波
講
座
「
能
狂
言

II
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』

は
、
こ
の
段
階
を
応
永
二
十
年
代
後
半
ー
応
永
―
―
十
五
年
六
月
以
降
、

同
三
十
一
年
六
月
以
前
・
~
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
表
氏
の
説
の
う
ち
、
書
名
を
『
花
伝
』
よ
り
『
風

姿
花
伝
』
に
改
名
し
た
時
期
が
応
永
二
十
年
代
後
半
で
あ
る
こ
と
は
か
な

り
達
見
と
思
わ
れ
る
が
、
め
ぽ
し
い
増
補
の
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
時
期
で
あ

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
な
お
別
の
考
え
方
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
思
う
理
由
は
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
質
ー
記
述

内
容
の
水
準
が
、
「
花
修
」
や
「
別
紙
口
伝
」
と
同
等
と
考
え
ら
れ

る
の
に
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
『
至
花
道
」
『
一
一
曲
一
一
一
体
人
形
図
』
や
『
花

鏡
』
の
増
補
記
事
の
質
的
に
高
次
な
水
準
と
は
異
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
氏
の
前
掲
『
能
狂
言

II
能
楽
の
伝
書

と
芸
論
』
は
、
「
花
鏡
」
の
題
目
六
ヶ
条
に
つ
い
て
、
「
題
目
六
ヵ
条
の
内

容
を
概
観
し
た
が
、
第
6
条
の
増
補
記
事
を
除
け
ば
、
大
半
が
演
技
論
で

あ
り
、
『
花
伝
』
時
代
の
論
と
さ
ほ
ど
質
的
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
…
（
中

略
）
…
第
6
条
の
増
補
記
事
と
他
の
記
事
と
の
差
が
示
す
よ
う
に
、
長
期

間
の
論
の
集
成
た
る
「
花
鏡
』
で
は
、
条
に
よ
っ
て
所
論
の
質
的
な
幅
が

大
き
い
の
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
「
初
期
花
伝
」

の
め
ぼ
し
い
増
補
が
応
永
二
十
年
代
後
半
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
増
補
記
事
も
「
花
鏡
』
第
六
条
の
増
補
記
事
（
「
舞
の
五
智
」
）
の
よ
う
な

質
的
に
高
次
な
箇
所
1

舞
へ
の
序
破
急
の
適
用
や
「
有
文
・
無
文
」
「
三

体
」
「
風
姿
」
な
ど
の
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸
論
に
特
徴
的

な
用
語
の
使
用
ー
を
見
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
花
修
」

『
花
伝
]
序
文
の
増
補
時
期
に
つ
い
て

や
「
別
紙
口
伝
」
と
同
じ
用
語
、
あ
る
い
は
同
じ
「
花
の
論
」
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
が
通
説
の
よ
う
に
応
永

二
十
年
代
後
半
に
書
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
具
体
的
事
例
と
し
て
、
『
花

伝
」
序
文
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
「
花
修
」
と
「
別
紙
口
伝
」
に
基
づ
く
増

補
記
事
、
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
な
ど
の
質
に
つ
い
て
検
討
し
、

「
初
期
花
伝
」
の
増
補
の
時
期
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
、
表
章
氏
の
論
考
と
し
て
紹
介
す
る
増
補
・
改
訂
に
関
す
る

説
は
特
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
右
の
論
考
「
『
花
伝
』
か
ら
『
風
姿
花
伝
』

へ
の
本
文
改
訂
」
の
説
で
あ
り
、
以
下
、
そ
れ
に
よ
る
場
合
は
出
典
を
い

ち
い
ち
明
記
し
な
い
。

ま
ず
、
本
節
で
は

I

花
伝
」
序
文
に
つ
い
て
、
そ
の
増
補
時
期
を
検
討

し
て
み
た
い
。

通
説
で
は

I

花
伝
」
序
文
は
全
文
が
増
補
で
あ
り
、
そ
の
増
補
時
期
は

書
名
を
『
花
伝
j

よ
り
「
風
姿
花
伝
』
に
改
め
た
段
階
ー
応
永
二
十
年

代
後
半
|
|
_
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
花
伝
』
序
文
は
、
『
花

伝
』
第
四
「
神
俄
」
の
説
を
要
約
し
た
猿
楽
の
歴
史
と
役
者
の
基
本
的
な

心
構
え
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
『
風
姿
花
伝
』
執
箪
の
目
的
と
書
名
の
由

来
を
述
べ
る
記
事
（
「
抑
、
風
姿
花
伝
の
条
々
、
大
方
、
外
見
の
憚
、
子
孫
の
庭
訓

の
た
め
注
す
と
い
へ
ど
も
、
た
ゞ
望
む
所
の
本
意
と
は
、
…
（
中
略
）
：
•
そ
の
風
を
得
て
、 72 



心
よ
り
心
に
伝
る
花
な
れ
ば
、
風
姿
花
伝
と
名
付
く
」
）
は
こ
の
序
文
に
は
な
く
、

な
ぜ
か
第
五
篇
に
相
当
す
る
「
奥
義
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
改
名
前
の
『
花
伝
」
に
通
説
の
よ
う

に
序
文
が
な
く
、
改
名
時
に
序
文
を
増
補
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
序
文
に

は
「
風
姿
花
伝
」
執
筆
の
目
的
と
新
し
い
書
名
の
由
来
を
述
べ
る
は
ず
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
右
に
指
摘
し
た
よ
う
な
不
自
然
な
形
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
奥
義
」
の
冒

頭
の
「
風
姿
花
伝
」
執
筆
の
目
的
と
書
名
の
由
来
は
、
そ
の
主
旨
か
ら
明

ら
か
に
書
名
を
I

風
姿
花
伝
」
に
改
名
し
た
時
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
部
分
に
は
「
風
姿
」
と
い
う
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世

阿
弥
の
芸
論
に
特
徴
的
な
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
来
の
『
花

伝
』
序
文
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
I

花
伝
」
序
文
の
執
箪
（
増

補
）
時
期
が
「
奥
義
」
の
冒
頭
部
の
増
補
時
期
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
『
花

伝
』
序
文
は
書
名
を
『
風
姿
花
伝
』
に
改
名
し
た
時
期
以
前
に
増
補
さ
れ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
改
名
前
の
『
花
伝
』

に
は
、
現
在
み
ら
れ
る
序
文
に
近
似
し
た
序
文
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た

た
め
に
、
改
名
し
た
「
風
姿
花
伝
』
の
執
筆
の
目
的
と
書
名
の
由
来
を
も

と
も
と
序
文
の
な
か
っ
た
最
初
に
書
か
れ
た
「
奥
義
」
の
冒
頭
に
置
い
た

も
の
と
理
解
す
る
の
が
最
も
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
の
よ
う
な
私
見
を
補
強
す
る
た
め
に
、
『
花
伝
』
序
文
後
半
ー
ー
．
役

者
の
心
構
え
に
つ
い
て
の
部
分
|
—
の
つ
ぎ
の
記
述
を
検
討
し
て
、
『
花

伝
」
序
文
が
応
永
二
十
年
代
後
半
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
て
も
問
題

な
い
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。

さ
れ
ば
、
古
を
学
び
、
新
を
賞
す
る
中
に
も
、

a
全
風
流
を
よ
こ
し

ま
に
す
る
事
な
か
れ
。
た
ゞ

‘
b
言
葉
卑
し
か
ら
ず
し
て
、
姿
幽
玄

な
ら
ん
を
、
う
け
た
る
達
人
と
は
申
べ
き
哉
。
先
、
此
道
に
至
ら
ん

と
思
は
ん
者
は
、

iiを行
ず
べ
か
ら
ず
。
但
‘

d
歌
道
は
風
月

延
年
の
か
ざ
り
な
れ
は
、
尤
こ
れ
を
用
ふ
べ
し
。
…
（
中
略
）
…
一
、

稽
古
は
強
か
れ
、
叫
憚
~
は
無
か
れ
、
と
也
。

右
は
、
表
章
氏
の
前
掲
「
能
・
狂
言

II
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
が
、
「
奥

義
」
と
通
い
合
う
文
辞
で
能
役
者
の
墓
本
的
な
心
構
え
を
説
い
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
右
の
う
ち
「
奥
義
」
と
通
い
合
う
文
辞

と
し
て
は
、

a
、
C

、
e
の
三
箇
所
が
あ
る
。
と
く
に
、

a
、
C

は
「
奥
義
」

序
文
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
増
補
・
改
訂
時
期
は
通
説
の
よ
う
に

改
名
時
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

右
の

b
、
d
の
記
述
は
「
花
修
」
第
一
条
の
記
述
と
類
似
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
右
で
は
b
の
よ
う
に
「
言
葉
卑
し
か
ら
ず
し
て
、
姿
幽
玄
」
と
、

謡
の
言
葉
が
上
品
で
姿
が
優
美
で
あ
る
こ
と
を
「
う
け
た
る
達
人
」
の
条

件
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
花
修
」
第
一
条
の
「
優
し
き
言
葉
を
振
り

に
合
わ
す
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
に
、
を
の
づ
か
ら
、
人
体
も
幽
玄
の
風
情
に
な
る
」

と
言
う
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、
上
品
・
優
雅
な
言
葉
と
優
美
な
姿
を
猿

楽
能
の
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
点
で
考
え
方
が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、

右
で
は
d
の
よ
う
に
、
歌
道
を
役
者
が
嗜
ん
で
も
よ
い
も
の
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
「
花
修
」
第
一
条
の
「
名
所
・
旧
跡
の
題
目
な
ら
ば
、
そ
の

所
に
よ
り
た
ら
ん
ず
る
詩
歌
の
、
言
葉
の
耳
近
か
ら
ん
を
、
能
の
詰
め
所

73 



に
寄
す
べ
し
」
と
言
う
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、
歌
道
・
詩
歌
の
言
葉
を

猿
楽
能
の
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
点
で
考
え
方
が
類
似
し
て
い
る
。
「
花

修
」
第
一
条
に
基
づ
い
て
増
補
さ
れ
た
「
初
期
花
伝
」
の
事
例
に
は
後
述

す
る
「
問
答
条
々
」
第
三
条
が
あ
る
が
、
詩
歌
な
ど
の
優
雅
な
謡
の
言
葉

と
侵
美
な
姿
を
重
視
す
る

b
、
d
の
記
述
も
「
花
修
」
第
一
条
に
基
づ
い

て
増
補
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
を
要
す

る
に
、
現
存
の
『
花
伝
』
序
文
は
、
一
部
（
た
と
え
ば

a
、
C

な
ど
）
は
応
永

二
十
年
代
後
半
の
改
名
時
の
増
補
・
改
訂
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
「
花
修
」
執
筆
以
後
で
、
応
永
二
十
年
代
後

半
よ
り
前
に
改
名
前
の
『
花
伝
』
の
序
文
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え

た
方
が
、
右
で
指
摘
し
た
冨
風
姿
花
伝
」
執
筆
の
目
的
と
書
名
の
由
来
を

述
べ
る
記
事
が
『
花
伝
」
の
序
文
に
は
な
く
、
な
ぜ
か
「
奥
義
」
の
冒
頭

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

(6) 

~力゚
と
こ
ろ
で
、
右
の
検
討
結
果
に
従
え
ば
、
現
存
の
『
風
姿
花
伝
』
と
い

う
名
の
五
巻
本
が
成
立
す
る
以
前
に
、
「
初
期
花
伝
」
に
現
存
の
序
文
の

か
な
り
の
部
分
を
増
補
し
た
「
花
伝
』
と
い
う
名
の
五
巻
本
が
存
在
し
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
成
立
は
表
氏
の
論
考
が
前
掲
の
よ
う
に

「
初
期
花
伝
」
増
補
の
最
初
の
時
期
と
し
て
想
定
し
て
い
る
「
第
三
ま
で

で
完
結
し
て
い
た
形
に
第
四
神
儀
と
奥
義
を
加
え
た
段
階
」
に
あ
た
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
質
を
め
ぐ
っ
て

前
節
で
提
示
し
た
よ
う
に
、
応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り
前
に
『
花
伝
』

と
い
う
名
の
五
巻
本
の
序
文
と
し
て
、
現
存
の
「
花
伝
』
序
文
の
か
な
り

の
部
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
と
、
「
花
修
」
や
「
別
紙

口
伝
」
に
基
づ
く
増
補
記
事
（
そ
れ
そ
れ
二
箇
条
と
一
箇
条
）
や
「
公
案
」
の

語
を
含
む
増
補
記
事
（
六
箇
条
）
も
、
通
説
の
よ
う
に
応
永
二
十
年
代
後
半

に
増
補
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
増
補
本
で
あ
る
『
花
伝
』
と
い
う
名
の
五

巻
本
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
右
の
九
箇
条
の
増
補
記
事
に
は
、
応

永
二
十
年
代
後
半
よ
り
前
の
増
補
と
み
な
し
う
る
記
述
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
右
の
九
箇
条
の
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
質
を

め
ぐ
っ
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。
な
お
、
本
節
で
検
討
す
る
増
補
記
事
の

質
を
判
定
す
る
基
準
は
、
世
阿
弥
の
用
語
と
芸
論
の
思
想
の
水
準
で
あ
り
、

さ
ら
に
先
行
芸
論
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
世
阿
弥
の
用
語
は
本
稿
の
検
討
全
体
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず

世
阿
弥
の
用
語
か
ら
検
討
を
は
じ
め
た
い
。

【

1
、
増
補
記
事
の
特
殊
用
語
と
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
芸
論
に
特

徴
的
な
用
語
を
め
ぐ
っ
て
】

表
章
氏
の
論
考
は
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る

用
語
に
関
し
て
、
「
使
用
語
彙
に
、
独
特
の
造
語
が
多
い
と
か
禅
林
用
語

の
借
用
が
多
い
と
か
の
特
異
性
が
あ
り
、
か
つ
、
あ
る
時
期
に
の
み
集
中
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的
に
用
い
て
い
る
と
か
、
あ
る
時
期
以
後
に
の
み
愛
用
し
て
い
る
と
か
、

用
法
に
片
寄
り
の
あ
る
語
が
多
い
」
と
、
増
補
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
さ

い
に
注
意
す
べ
き
用
語
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
用
語
と
は
、
「
公

案
」
「
宛
が
ひ
」
「
成
就
」
「
見
所
」
「
た
し
な
む
」
「
初
心
」
「
堪
能
」
「
非
道
」

「
情
識
」
「
批
判
」
「
輪
説
」
「
賦
物
」
「
繋
縛
」
「
上
慢
」
の
十
四
語
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
「
奥
義
」
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
の
『
花
伝
』
後
半
三
篇

に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
「
公
案
」
「
宛
が
ひ
」
「
成
就
」
「
見
所
」
「
た

(
7
)
 

し
な
む
」
「
初
心
」
「
堪
能
」
「
非
道
」
「
情
識
」
「
批
判
」
の
十
語
で
あ
り
、
『
申

楽
談
儀
』
（
永
享
二
年
年
記
）
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
輪
説
」
と
「
繋

縛
」
で
あ
り
、
『
拾
玉
得
花
』
（
正
長
元
年
年
記
）
と
『
習
道
書
」
（
永
享
二
年

年
記
）
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
賦
物
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
上
慢
」

の
語
は
「
問
答
条
々
」
第
五
条
の
増
補
記
事
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
「
輪
説
」
「
賦
物
」
「
繋
縛
」
は
応
永
二
十
年
代
後
半

以
降
の
正
長
・
永
享
期
の
芸
論
に
も
み
え
て
い
る
が
、
表
氏
が
注
意
す
べ

き
語
と
さ
れ
た
用
語
の
多
く
は
『
花
伝
』
後
半
三
篇
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ

め
る
用
語
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
で
あ
る
『
至
花
道
』
「
二
曲
三
体

人
形
図
』
や
「
花
鏡
」
の
増
補
記
事
に
は
、
た
と
え
ば
、
「
二
曲
」
「
三
体
」

「
有
主
」
「
無
王
」
「
闊
け
た
る
位
」
「
無
文
」
「
無
風
」
「
無
姿
」
「
離
見
」

「
見
得
」
「
安
見
」
「
証
見
」
「
舞
歌
」
「
舞
曲
」
「
是
風
」
「
非
風
」
「
幽
舞
」
「
幽

風
」
「
幽
曲
」
な
ど
の
、
世
阿
弥
の
応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
の
思
想

を
強
く
反
映
し
た
語
や
、
「
遊
舞
」
「
遊
風
」
「
遊
楽
」
「
曲
道
」
「
曲
所
」
「
風

姿
」
「
風
曲
」
「
風
見
」
「
風
根
」
「
用
風
」
「
見
風
」
「
見
体
」
「
奥
風
」
「
習
風
」

な
ど
の
、
世
阿
弥
の
好
み
を
強
く
反
映
し
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
語
は
、
い
ず
れ
も
応
永
二
十
年
代
後
半
以
降
の
芸
論
に
特
徴
的
な

用
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
花
伝
]
の
増
補
記
事
に
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
用
語
の
多
く
は
「
花
伝
」

の
後
半
三
篇
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
語
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
応
永
二
十

年
代
後
半
以
降
の
芸
論
に
特
徴
的
な
用
語
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
「
輪
説
」
「
賦
物
」
「
繋
縛
」
は
い
ず
れ

か
と
言
え
ば
、
一
般
的
な
用
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
存
在
を
も
っ
て
、
「
初
期
花
伝
」

の
増
補
が
応
永
二
十
年
代
後
半
に
な
さ
れ
た
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
）
。

【

2
、
「
別
紙
口
伝
」
に
基
づ
く
増
補
記
事
の
質
|
|
＇
「
物
学
条
々
」
[
老
人
]

の
条
|_
_
 
】

そ
れ
で
は
、
通
説
に
お
い
て
、
「
別
紙
口
伝
」
に
墓
づ
い
て
応
永
二
十

年
代
後
半
に
増
補
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
て
い
る
「
物
学
条
々
」
[
老
人
]

(8) 

の
条
の
増
補
記
事
の
質
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

こ
と
さ
ら
、
老
人
の
舞
が
か
り
、
無
上
の
大
事
な
り
。
花
は
あ
り
て

年
寄
と
見
ゆ
る
る
公
案
、
く
は
し
く
習
ふ
べ
し
。
た
だ
、
老
木
に
花

の
咲
か
ん
が
ご
と
し
。

ま
ず
、
右
の
増
補
記
事
が
い
か
に
増
補
の
も
と
に
な
っ
た
「
別
紙
口
伝
」

第
三
条
の
本
文
と
字
旬
が
類
似
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
み
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た
い
。「
別
紙
口
伝
」
第
三
条
は
、
本
論
の
「
似
セ
ヌ
位
」
の
説
に
つ
づ
い
て
、
「
老

人
ノ
花
ハ
ア
リ
テ
年
寄
卜
見
ユ
ル
、
口
伝
」
の
説
明
と
な
り
、
「
年
寄
ノ

若
振
舞
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
理
ナ
リ
。
老
木
二
花
ノ
咲
カ
ン
ガ
ゴ
ト
シ
」
と
結

ば
れ
て
い
る
。
右
の
[
老
人
]
の
条
の
傍
線
部
は
「
別
紙
口
伝
」
の
「
口
伝
」

を
「
公
案
」
に
変
え
た
以
外
は
す
べ
て
「
別
紙
口
伝
」
と
同
じ
表
現
な
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
に
特
徴
的
な
用
語
や
記

述
は
み
ら
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
増
補
記
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
舞
が
か
り
」
と
い
う

語
を
手
掛
り
に
検
討
す
る
。
こ
の
語
は
、
拙
稿
「
『
花
伝
』
物
学
条
々
の
「
舞

で

9
)

が
か
り
」
ー
増
補
と
の
関
連
と
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
|
|
_
」
で
論
じ

た
よ
う
に
、
世
阿
弥
の
芸
論
の
な
か
で
も
「
物
学
条
々
」
の
[
神
]
の
条

に
二
例
‘
[
老
人
]
と
[
修
羅
]
の
条
に
各
一
例
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け

の
特
殊
な
用
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
は
、
本
来
舞
を
舞
わ
な
い
「
神
・

老
人
・
修
羅
」
が
「
舞
風
の
演
技
」
を
演
じ
だ
し
た
時
期
に
用
い
ら
れ
、

後
年
に
な
っ
て
「
神
・
老
人
・
修
羅
」
が
音
曲
舞
や
舞
事
を
舞
う
こ
と
が

定
着
し
て
、
当
り
前
に
な
っ
た
時
期
に
は
、
「
舞
が
か
り
」
と
い
う
特
殊

な
用
語
で
は
な
く
、
普
通
の
「
舞
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
増
補
記
事
に
右
の
よ
う
な
「
舞
が
か
り
」
と
い
う
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
意
味
を
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
に
お
け
る
老
体

や
老
人
と
舞
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
世
阿
弥
の
表
現
と
比
較
し
て
検
討
を

し
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
、
『
至
花
道
』
「
二
曲
＝
一
体
事
」
に
お
い
て
は
、
「
神

さ
び
閑
全
な
る
よ
そ
を
ひ
は
、
老
体
の
用
風
よ
り
出
で
て
」
と
表
現
さ
れ
、

『
二
曲
一
二
体
人
形
図
』
に
お
い
て
は
、
老
体
の
項
に
「
閑
心
遠
目
」
、
老
舞

の
項
に
「
此
風
、
こ
と
に
大
事
也
。
体
者
閑
全
に
て
、
遊
風
を
な
す
所
、

老
木
花
之
開
如
。
閑
心
を
舞
風
に
連
続
可
為
。
老
尼
・
老
女
、
同
。
神
差
、

閑
全
之
用
風
出
所
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
応
永
二
十
年

代
後
半
の
芸
論
に
お
い
て
は
、
二
曲
（
舞
歌
）
三
体
（
老
・
女
・
軍
）
理
論
が

完
成
し
て
お
り
、
老
体
は
三
体
の
筆
頭
の
地
位
を
占
め
、
老
体
・
老
舞
に

お
い
て
、
「
老
木
に
花
の
咲
か
ん
が
ご
と
し
」
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
閑
心
（
心
静
か
）
．
閑
全
（
静
か
で
端
正
な
有
様
）
・
神
さ
び
（
神
々
し
い
）

と
い
う
語
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
老
人
の
舞
は
定
着
し
、
「
舞
が
か
り
」

と
い
う
段
階
か
ら
す
で
に
脱
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
老
人
の
「
舞
が
か
り
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
の
条
の
増
補
は

応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
、
世
阿
弥
の
芸
論
に
お
け
る
「
そ
の
物
に
な
る
」
と
い
う
物

ま
ね
技
法
の
事
例
か
ら
、
右
の
[
老
人
]
の
条
の
増
補
記
事
の
質
を
検
討

し
て
み
た
い
。

「
物
学
条
々
」
[
老
人
]
の
条
の
増
補
の
も
と
に
な
つ
た
「
別
紙
口
伝
」

第
三
条
の
本
論
の
「
似
セ
ヌ
位
」
の
説
は
、
似
せ
よ
う
と
す
る
稽
古
を
極

め
て
、
真
に
そ
の
役
に
な
り
き
っ
て
し
ま
う
と
、
も
は
や
似
せ
よ
う
と
す

る
意
識
が
な
く
な
る
芸
位
に
至
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
ま
た
、
役
に
な
り

き
る
と
い
う
演
技
論
を
説
い
て
い
る
別
の
芸
論
に
、
応
永
二
十
五
年
以
前

に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
花
鏡
j

第
五
条
の
「
先
能
其
物
成
、

去
能
其
態
似
」
が
あ
る
が
、
こ
の
条
の
説
は
、
似
せ
る
対
象
に
な
り
き
っ
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た
上
で
舞
を
舞
い
、
所
作
を
し
、
謡
を
謡
う
な
ど
、
い
っ
さ
い
の
演
技
を

せ
よ
と
説
い
て
い
る
。
右
の
二
つ
の
説
は
と
も
に
役
に
な
り
き
る
と
い
う

演
技
論
を
説
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
至
花
道
」
の
第
二
条
「
無
主
風
事
」
は
、
芸
の
主
に
な

り
え
て
い
る
「
有
主
風
」
と
然
ら
ざ
る
「
無
主
風
」
の
差
を
説
き
、
「
有

主
風
」
の
「
主
」
を
「
師
に
よ
く
似
せ
習
い
、
見
取
り
て
、
我
物
に
な
り
て
、

身
心
に
覚
え
入
て
、
安
き
位
の
達
人
に
至
る
は
、
是
、
主
也
」
と
説
明
し
て
、

師
の
芸
を
似
せ
て
心
身
に
覚
え
こ
ま
す
と
い
う
、
右
の
「
先
其
物
能
成
」

説
や
「
似
セ
ヌ
位
」
の
説
と
同
じ
水
準
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

水
準
を
超
え
て
「
安
き
位
」
に
到
達
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
安
き
位
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
は
『
拾
玉
得
花
」
の
第
四
条

で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
是
は
安
心
也
。
た
ゞ
、
無
心
の
感
、

妙
花
、
同
意
也
」
と
、
「
安
き
位
」
は
無
心
や
妙
花
の
境
地
を
わ
が
物
と

し
て
体
得
し
き
っ
た
芸
位
で
あ
り
、
禅
で
い
う
悟
得
が
要
求
さ
れ
る
段
階

な
の
で
あ
る
。
表
氏
の
前
掲
『
能
狂
言

II
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
は
、
『
至

花
道
』
の
第
二
条
に
つ
い
て
、
「
「
似
セ
ヌ
位
」
の
説
や
「
先
其
物
能
成
」

説
な
ど
の
、
派
技
論
の
範
囲
内
で
の
「
そ
の
物
に
な
る
」
を
、
一
段
高
次

の
芸
位
に
も
適
用
し
た
の
が
有
主
風
の
論
と
言
っ
て
よ
く
、
師
の
有
無
に

つ
い
て
言
う
禅
林
用
語
の
「
有
主
・
無
主
」
を
能
に
転
用
し
た
論
ら
し
い
」

と
解
説
し
て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
‘
[
老
人
]
の
条
の
増
補
記
事
の
質
は
、
「
別
紙
口
伝
」

や
応
永
二
十
五
年
以
前
に
執
箪
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
花
習
」
の
題
目

六
ヶ
条
の
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
『
至
花
道
」
を
は
じ
め
と
す
る
応
永

二
十
年
代
後
半
の
芸
論
の
質
的
に
高
次
な
論
と
は
異
質
で
あ
る
と
み
な
し

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【

3
、
「
花
修
」
に
基
づ
く
増
補
記
事
の
質
！
「
問
答
条
々
」
第
七
条
】

つ
ぎ
に
、
「
問
答
条
々
」
第
七
条
は
、
通
説
で
は
応
永
二
十
年
代
後
半

に
「
花
修
」
第
二
条
に
基
づ
い
て
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
両
条
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
歌
！
音
曲
・
謡
」
と
「
舞

ー
音
曲
舞
・
舞
事
」
を
表
す
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
と
い
う
語
に
着
目
し
、

こ
の
語
が
「
初
期
花
伝
」
と
そ
の
増
補
記
事
と
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」

お
よ
び
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
の
増
補
記
事
の
質

と
そ
の
増
補
時
期
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

こ
の
文
字
に
当
た
る
事
を
稽
古
し
極
め
ぬ
れ
ば
、
音
曲
・
は
た
ら
き
、

T
収
に
な
る
べ
し
。
所
詮
、
音
曲
・
は
た
ら
き
一
心
と
申
事
、
こ
れ

又
得
た
る
所
な
り
。
…
（
中
略
）
：
•
音
曲
と
は
た
ら
き
と
は
、
二
の

心
な
る
を
、

T
凶
に
な
る
程
達
者
に
極
め
た
ら
ん
は
、
無
上
第
一
の

上
手
な
る
べ
し
。
是
、
ま
こ
と
に
弾
ぎ
能
な
る
べ
し
。
又
、
張
射
4

弱
糾
事
、
多
く
、
人
、
紛
ら
か
す
物
也
。
能
の
品
の
な
き
を
ば
都
ぎ

と
心
得
、
弱
糾
を
ば
幽
鉛
な
る
と
批
判
す
る
事
、
お
か
し
き
事
也
。

な
に
と
見
る
も
見
詞
り
の
せ
ぬ
為
手
あ
る
べ
し
5

，
こ
れ
、
強
き
也
o,

喜
見
る
も
花
や
か
な
る
為
手
、
是
、
幽
玄
，
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
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文
字
に
当
た
る
道
理
を
し
極
め
た
ら
ん
は
、
音
曲
・
は
た
ら
き
一
心

に
な
り
、
面
ぎ

．．
 幽
玄
の
境
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
、
を
の
づ
か
ら

極
め
た
る
為
手
な
る
べ
し
。

右
の
記
事
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
と
い
う
語
は
本

来
「
音
曲
と
所
作
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が
、
こ
の
「
は
た
ら
き
」
に

は
「
所
作
」
だ
け
で
な
く
「
舞
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
は
、
増
補
の
も
と
に
な
っ
た
「
花
修
」

第
二
条
に
は
、
「
こ
れ
、
音
曲
・
は
た
ら
き
一
心
に
な
る
稽
古
な
り
。
さ

る
ほ
ど
に
、
能
を
書
く
所
に
又
工
夫
あ
り
。
音
曲
よ
り
は
た
ら
き
を
生
ぜ

さ
せ
ん
が
た
め
、
書
く
所
を
ば
、
風
情
を
本
に
書
く
べ
し
」
と
、
「
音
曲
・

は
た
ら
き
一
心
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、
音
曲
と
風
情
（
所
作
）
の
関

(10) 

連
を
能
の
書
き
方
と
か
ら
ま
せ
な
が
ら
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
条
の
文
末

は
「
さ
て
、
当
座
の
芸
能
に
至
る
時
は
、
又
、
音
曲
を
先
と
す
べ
し
。
か

ゃ
う
に
た
し
な
み
て
、
功
入
り
ぬ
れ
ば
、
謡
ふ
も
風
情
、
銅
凶
も
音
曲
に

な
り
て
、
万
曲
一
心
た
る
達
者
と
な
る
べ
し
。
こ
れ
又
、
作
者
の
高
名
也
」

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
花
修
」
第
二
条
に
お
い
て
は
、
世
阿
弥
は
「
舞

ふ
」
も
風
情
（
所
作
）
の
一
部
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
こ
の
条
の
「
は

た
ら
き
」
に
は
「
所
作
」
だ
け
で
な
く
「
舞
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
記
事
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
と
い
う
語
と
同

じ
よ
う
な
表
現
は
、
「
初
期
花
伝
」
に
お
い
て
は
、
「
音
曲
・
は
た
ら
き
・
舞
」

（
「
物
学
条
々
」
七
歳
）
と
か
、
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
（
「
問
答
条
々
」
第
一
一
条
）

と
か
、
「
音
曲
・
舞
・
は
た
ら
き
・
物
ま
ね
」
（
「
問
答
条
々
」
第
六
条
）
と
表

現
さ
れ
て
お
り
、
「
花
修
」
第
二
条
で
は
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
で
あ
り
、
「
別

紙
口
伝
」
第
一
一
条
で
は
「
音
曲
・
舞
・
ハ
タ
ラ
キ
・
振
リ
・
風
情
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
応
永
二
十
五
年
二
月
の
年
記
を
持
つ
『
花
習
内
抜
書
」
に

お
い
て
は
じ
め
て
、
「
態
ハ
タ
ゞ
副
嗣
パ
カ
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
副
紺
ザ
ワ
コ
ノ

道
ノ
本
体
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
バ
、
釈
~
ヲ
以
テ
、
序
ノ
能
ト
ス
ベ
シ
」
と
、

世
阿
弥
は
「
歌
舞
」
と
い
う
熟
し
た
語
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
花
伝
』
の
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」
「
音
曲
・
は
た
ら
き
・
舞
」
な
ど
を
『
花

習
l

で
「
歌
舞
」
の
一
語
に
集
約
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
「
能
序
破
急
事
」
に
改
訂
を
加
え
た
「
花
鏡
」
第
八
条
「
序

破
急
之
事
」
を
み
る
と
、
「
態
は
剛
~
ば
か
り
な
る
べ
し
。
副
創
ば
ば
生
道

の
本
態
風
な
り
」
と
、
「
歌
舞
」
の
一
部
が
「
舞
歌
」
の
語
に
改
訂
さ
れ

(11) 

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
花
鏡
』
に
は
こ
の
ほ
か
に
「
舞
歌
」
の
語

の
用
例
は
六
例
あ
る
が
（
第
六
条
の
「
舞
歌
と
者
、
根
本
、
如
来
蔵
よ
り
出
来
せ
り
」

「
舞
歌
の
曲
」
「
舞
歌
の
時
節
（
二
例
）
」
と
第
十
六
条
の
「
舞
歌
曲
風
」
「
舞
歌
の
風
義

の
遠
見
」
）
、
「
歌
舞
」
の
語
は
右
の
用
例
以
外
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
応
氷
二
十
七
年
六
月
の
年
記
の
あ
る
『
至
花
道
』
以
後
の
七
篇
の

芸
論
（
「
至
花
道
』
「
二
曲
三
体
人
形
図
」
『
三
道
j

「
遊
楽
習
道
風
見
j

『
習
道
書
j

『拾

玉
得
花
」
「
申
楽
談
儀
」
）
で
も
「
歌
舞
」
の
語
は
用
い
ら
れ
ず
、
そ
の
替
わ

(12) 

り
に
「
舞
歌
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
「
歌
舞
」
と
「
舞
歌
」
の
語
の
世
阿
弥
芸
論
に
お
け
る
推

移
を
考
え
る
と
、
「
問
答
条
々
」
第
七
条
が
通
説
の
よ
う
に
応
永
二
十
年

代
後
半
に
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
条
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
音
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曲
・
は
た
ら
き
」
は
「
歌
舞
」
か
「
舞
歌
」
の
語
に
変
え
ら
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
花
修
」
と
同
じ
よ
う
な
「
音
曲
・
は
た
ら
き
」

で
あ
る
の
は
、
こ
の
条
が
「
花
修
」
執
筆
後
、
応
永
二
十
五
年
二
月
よ
り

前
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
条

の
増
補
記
事
は
「
音
曲
・
は
た
ら
き
一
心
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
[
ニ

曲
三
体
人
形
図
j

に
は
同
じ
よ
う
な
意
味
で
「
舞
歌
一
心
」
と
い
う
用
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
「
問
答
条
々
」
第
七
条
が
応
永
二
十
年
代

後
半
よ
り
前
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
の
傍
証
に
な
ろ
う
。

な
お
、
右
の
増
補
記
事
の
傍
線
部
は
「
花
修
」
第
二
条
に
用
い
ら
れ
て

い
る
表
現
で
あ
り
、
波
線
部
は
「
花
修
」
第
三
条
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表

現
で
あ
り
、
右
の
増
補
記
事
に
は
応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
の
用
語
や

記
述
・
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一4、
「
花
修
」
に
基
づ
く
増
補
記
事
の
質
|_
_
 「
問
答
条
々
」
第
一
ー
一
条
】

通
説
に
お
い
て
、
「
花
修
」
に
基
づ
い
て
応
永
二
十
年
代
後
半
に
増
補

さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
て
い
る
条
と
し
て
は
、
も
う
一
っ
「
問
答
条
々
」
第

三
条
の
文
末
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
増
補
記
事
が
あ
る
。

然
ば
、
申
楽
の
当
座
に
於
い
て
も
、
能
に
上
中
下
の
差
別
あ
る
べ
し
。

本
説
正
し
く
、
め
づ
ら
し
き
が
、
幽
丸
に
て
、
面
白
き
所
あ
ら
ん
を
、

よ
き
能
と
は
制
べ
し
。

1
1を
、
よ
く
し
た
ら
ん
が
、
し
か
も
出

で
来
た
ら
ん
を
、
第
一
と
す
べ
し
。
能
は
そ
れ
程
に
な
け
れ
ど
も
、

本
説
の
ま
、
に
、
咎
も
な
く
、
よ
く
し
た
ら
ん
が
、
出
で
来
た
ら
む
を
、

第
二
と
す
べ
し
。
能
は

1
1な
れ
ど
も
、
本
説
の
悪
き
所
を
中
々

便
り
に
し
て
、
骨
を
折
り
て
、
よ
く
し
た
る
を
、
第
三
と
す
べ
し
。

右
の
傍
線
部
は
元
猛
修
」
第
一
条
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
で
あ
り
、
「
花

修
」
第
一
条
の
記
事
を
要
約
し
て
、
「
問
答
条
々
」
第
三
条
の
文
末
の
「
ょ

き
能
」
に
関
す
る
記
事
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
掲
『
世
阿
弥
禅
竹
」

の
補
注
二
四
に
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
問
答
条
々
」

第
三
条
の
「
よ
き
能
」
の
増
補
記
事
の
質
は
「
花
修
」
の
水
準
で
あ
る
と

し
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
一
方
、
右
の
増
補
記
事
に
は
、
応
永
二
十

年
代
後
半
の
芸
論
の
用
語
や
思
想
・
記
述
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
に
み
え
る
「
よ
き
能
」
と
い
う
語
は
世
阿
弥
の
芸
論
に
十
二

箇
所
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
『
花
伝
』
の
用
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
増
補
記
事
に
五
箇
所
（
「
問
答
条
々
」
第
一
条
に
三
箇
所
と
第
三
条

に
二
箇
所
）
、
「
花
修
」
に
四
箇
所
、
「
別
紙
口
伝
」
に
二
箇
所
、
残
り
の
一

箇
所
は
「
問
答
条
々
」
第
二
条
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
竹
本
幹
夫
氏
の
論
考
「
風

体
形
成
試
論
」
が
増
補
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
記
事
に
関
係
し
て

(13) 

い
る
。
こ
の
「
よ
き
能
」
と
い
う
語
の
存
在
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の

理
由
で
「
問
答
条
々
」
第
三
条
の
増
補
時
期
が
応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り

以
前
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
こ
の
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
十
二
箇
所
の
半
分
が
「
花
修
」
と
「
別
紙
口
伝
」
に
用
い

ら
れ
た
語
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
問
答
条
々
」
第
二
条
の
「
ょ

き
能
」
と
い
う
語
が
、
「
脇
の
申
楽
に
は
、
い
か
に
も
本
説
正
し
き
事
の
、
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し
と
や
か
な
る
が
、
さ
の
み
に
細
か
に
な
く
、
音
曲
・
は
た
ら
き
も
大
か

た
の
風
体
に
て
、
す
る

l
＼
と
、
安
く
す
べ
し
。
第
一
、
祝
言
な
る
べ
し
。

．．． 

（
中
略
）
：
こ
一
番
・
―
―
一
番
に
な
り
て
は
、
得
た
る
風
体
の
、
よ
き
能
を

す
べ
し
」
と
い
う
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の
記
述
は

脇
の
申
楽
に
「
歌
舞
」
が
重
視
さ
れ
る
以
前
の
記
述
中
の
用
例
で
あ
り
、

脇
の
申
楽
に
「
歌
舞
」
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
最
初
の
資
料
で
あ
る

寄
花
習
内
抜
書
』
の
年
記
、
応
永
二
十
五
年
二
月
十
七
日
以
前
に
「
問
答

条
々
」
第
二
条
が
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
ょ

き
能
」
と
い
う
語
が
三
箇
所
用
い
ら
れ
て
い
る
「
問
答
条
々
」
第
一
条
の

増
補
記
事
は
、
「
又
云
」
を
文
頭
と
す
る
、
夜
の
申
楽
の
脇
と
し
て
は
昼

の
二
番
目
に
や
る
の
が
適
当
な
能
を
す
る
こ
と
を
説
く
記
事
と
、
「
秘
義

云
」
を
文
頭
と
す
る
、
陰
陽
の
和
合
す
る
境
地
を
成
就
だ
と
理
解
す
る
こ

と
を
説
く
記
事
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
理
由
で
こ
の
増
補

時
期
も
応
永
二
十
年
代
後
半
以
前
と
考
え
て
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
右
の
前
者
の
脇
は
最
初
に
演
じ
る
能
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
問

答
条
々
」
第
二
条
の
右
の
増
補
記
事
で
強
調
さ
れ
る
祝
言
性
を
重
視
し
た

脇
能
を
意
味
す
る
段
階
に
も
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

右
の
後
者
の
陰
陽
論
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
義
氏
の
前
掲
論
考
「
花
の
伝

ー
世
阿
弥
の
出
発
ー
」
が
、
「
花
修
」
第
一
条
に
も
「
時
分
の
陰
陽
の
和

せ
ぬ
所
か
」
と
い
う
一
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
問
答
条
々
」
第
一

条
の
増
補
記
事
が
「
花
修
」
成
立
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
し

(M) 

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【

5
、
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
の
質
ー
「
年
来
稽
古
条
々
」

[
二
十
四
五
]
の
条
】

通
説
で
は
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
も
応
永
二
十
年
代
後
半
の

増
補
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
の
―
つ
で
あ
る
「
年
来
稽
古
条
々
」

[
-
―
十
四
五
]
の
条
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
公
案
し
て
思
ふ
べ
し
。
我
が
位
の
程
を
能
々
心
得
ぬ
れ
ば
、
そ

れ
程
の
花
は
一
期
失
せ
ず
。
位
よ
り
上
の
上
手
と
思
へ
ば
、
も
と
あ

り
つ
る
位
の
花
も
失
す
る
也
。
よ
く
よ
く
心
得
べ
し
。

右
の
記
述
は
、
自
分
の
位
を
よ
く
心
得
て
演
じ
、
位
不
相
応
な
曲
を
演

じ
な
け
れ
ば
花
を
失
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
一
方
、
「
花
修
」

第
四
条
に
は
演
者
と
相
応
に
関
す
る
論
、
た
と
え
ば
、
「
能
の
位
、
為
手

の
位
、
目
利
・
在
所
・
時
分
、
こ
と
ご
と
く
相
応
せ
ず
ば
、
出
で
来
る
事

は
左
右
な
く
あ
る
ま
じ
き
也
」
と
、
能
の
位
、
為
手
の
位
、
演
能
場
所
や

観
客
の
鑑
賞
能
力
の
す
べ
て
が
相
応
し
な
い
と
花
の
あ
る
能
を
演
じ
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
右
の
両
条
の
「
花
の
論
」
は
、

自
分
の
位
を
心
得
た
り
、
能
の
位
と
相
応
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
点
で
、

同
水
準
の
「
花
の
論
」
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
応
永
二
十
七
年
の
『
至
花
道
』
第
三
条
に
お
い
て
は
、
右

の
増
補
記
事
と
同
水
準
の
「
花
の
論
」
を
一
部
で
説
い
て
い
る
が
、
さ
ら

に
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸
論
に
特
徴
的
な
用
語
を
用
い
て
、

高
次
の
「
花
の
論
」
を
展
開
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

80 



つ
ぎ
の
記
述
で
あ
る
。

た
ゞ
、

初
心
の
人
は
、
常
に
師
に
近
づ
き
て
、
不
審
を
立
て
＼
我

芸
の
位
の
程
を
、
よ
く
ー
＼
問
ひ
明
ら
む
べ
し
。
か
や
う
の
奥
風
を

見
る
に
付
て
も
、
初
め
の
二
曲
三
体
の
習
風
を
、
立
か
へ
り
ー
＼
見

得
す
べ
し
。
法
華
に
云
、
「
未
得
為
得
、
未
証
為
証
」
。
心
得
べ
し
。

す
な
わ
ち
、
「
年
来
稽
古
条
々
」
[
二
+
四
五
]
の
条
の
増
補
記
事
も
「
至

花
道
』
も
初
心
者
に
た
い
す
る
心
得
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
「
年
来
稽
古
条
々
」
の
「
我
が
位
の
程
を
能
々
心
得
」
る
こ
と
と
、
「
至

花
道
j

の
「
常
に
師
に
近
づ
き
て
、
不
審
を
立
て
、
、
我
芸
の
位
の
程
を
、

ょ＜

l
¥問
ひ
明
ら
む
」
こ
と
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
自
分
の
芸
の
位

を
能
々
心
得
え
る
こ
と
と
、
師
に
問
う
て
明
ら
か
に
す
る
ち
が
い
は
あ
る

が
、
同
水
準
の
「
花
の
論
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
至

花
道
』
の
法
華
経
方
便
品
の
句
は
、
悟
り
得
て
い
な
い
の
に
慢
心
し
て
悟

り
得
た
と
誤
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
「
年
来
稽
古
条
々
」
の
「
位
よ
り

上
の
上
手
と
思
へ
ば
、
も
と
あ
り
つ
る
位
の
花
も
失
す
る
也
」
と
い
う
、

慢
心
す
る
こ
と
を
諌
め
る
文
言
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
あ
る
が
、
「
至
花

道
j

で
は
法
華
経
方
便
品
の
句
を
引
用
す
る
と
い
う
ち
が
い
が
見
ら
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
「
至
花
道
」
で
は
右
の
傍
線
部
の
ご
と
く
、
応
永

二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸
論
に
特
徴
的
な
用
語
で
あ
る
「
奥
風
」
「
ニ

曲
三
体
」
「
習
風
」
「
見
得
」
を
連
ね
て
、
稽
古
の
基
本
と
し
て
の
二
曲
と

三
体
の
稽
古
を
繰
り
返
し
復
習
し
て
、
そ
れ
を
完
全
に
身
に
つ
け
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
右
の
『
至
花
道
』
の
記
述
と
の
比

較
か
ら
も
、
右
の
「
年
来
稽
古
条
々
」
の
増
補
記
事
の
質
が
「
花
修
」
と

同
じ
水
準
で
あ
り
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸
論
の
質
的
に
高

次
な
水
準
と
異
質
で
あ
る
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【

6
、
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
の
質
ー
「
物
学
条
々
」
[
唐
事
]

の
条
】「
公
案
」
の
語
を
含
み
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
増
補
と
通
説
で
み
な

さ
れ
て
い
る
「
物
学
条
々
」
[
唐
事
]
の
条
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

こ
の
、
異
様
し
た
る
と
申
事
な
ど
、
か
り
そ
め
な
が
ら
、
諸
事
に
わ

た
る
公
案
な
り
。
な
に
事
か
異
様
し
て
よ
か
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
お

よ
そ
唐
様
を
ば
な
に
と
か
似
す
べ
き
な
れ
ば
，
常
の
振
舞
に
風
体
変

れ
ば
、
な
に
と
な
く
唐
び
た
る
や
う
に
よ
そ
目
に
見
な
せ
ば
、
や
が

て
そ
れ
に
な
る
な
り

右
の
唐
人
の
物
ま
ね
に
関
し
て
異
様
な
出
立
で
唐
風
を
表
現
す
る
と
い

う
記
述
と
、
た
と
え
ば
、
「
花
修
」
第
三
条
の
「
物
の
ふ
・
荒
夷
、
あ
る

い
は
鬼
・
神
、
草
木
に
も
松
・
杉
、
か
や
う
の
数
々
の
類
は
、
強
き
物
と

申
べ
き
か
。
か
や
う
の
万
物
の
品
々
を
、
よ
く
し
似
せ
た
ら
ん
は
、
・
・
・
（
中

略
）
…
、
強
き
は
を
の
づ
か
ら
強
か
る
べ
し
」
と
い
う
、
荒
夷
な
ど
が
強

き
物
で
あ
り
、
よ
く
似
せ
た
ら
強
い
表
現
に
な
る
と
説
い
て
い
る
の
を
比
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較
し
て
み
る
と
、
唐
様
と
荒
夷
な
ど
の
物
ま
ね
の
対
象
の
ち
が
い
や
、
記

述
内
容
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
両
者
の
物
ま
ね
論
は
同
じ
よ
う
な
質
と
判

断
さ
れ
‘
[
唐
事
]
の
条
の
増
補
が
こ
と
さ
ら
応
永
二
十
年
代
後
半
に
な

さ
れ
た
と
考
え
る
要
素
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
に
見
え
る
唐

事
は
世
阿
弥
の
芸
論
で
も
「
物
学
条
々
」
の
み
に
み
ら
れ
る
風
体
で
あ
り
、

「
二
曲
三
体
」
思
想
を
基
本
に
し
た
応
永
二
十
年
代
後
半
の
世
阿
弥
の
芸

論
に
は
唐
事
・
唐
様
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
こ
の

条
の
増
補
が
応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ

、つ。【7
、
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
の
質
ー
~
「
問
答
条
々
」
第
四
条
】

「
公
案
」
の
語
を
含
み
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
増
補
と
通
説
で
み
な

さ
れ
て
い
る
「
問
答
条
々
」
第
四
条
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

a
物
劉
を
ば
似
せ
た
り
と
も
、
田
の
あ
る
欄
を
知
ら
ざ
ら
ん
は
、
花

咲
か
ぬ
時
の
草
木
を
集
め
て
見
ん
が
ご
と
し
。
万
木
千
草
に
於
ひ
て
、

花
の
色
も
み
な
み
な
異
な
れ
ど
も
、

b
面
白
し
と
見
る
心
は
、
同
じ

冒
。
…
（
中
略
）
：
•
さ
れ
ば
、
主
の
心
に
は
随
分
花
あ
り
と
思
へ

ど
も
、
人
の
目
に
見
ゆ
る
：
公
案
な
か
ら
ん
は
、

C

田
舎
の
花
、
薮

梅
な
と
の
、
い
た
つ
ら
に
咲
き
匂
は
ん
か
ご
と
し
。
又
、
同
上
手
な

り
と
も
、
そ
の
内
に
て
重
々
あ
る
べ
し
。
た
と
ひ
随
分
極
め
た
る
上

手
・
名
人
な
り
と
も
、
こ
の
d
花
の
公
案
な
か
ら
ん
為
手
は
、
上
手

に
て
は
通
る
と
も
、
花
に
後
ま
で
は
あ
る
ま
じ
き
な
り
。

右
の

b
の
記
述
は
「
面
白
し
11
花
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、

「
奥
義
」
に
は
「
天
下
の
許
さ
れ
を
得
ん
程
の
物
は
、
い
づ
れ
の
風
体
を

す
る
と
も
、
面
白
か
る
べ
し
。
風
体
・
形
木
は
面
々
各
々
な
れ
ど
も
、
面

白
き
所
は
い
づ
れ
に
も
わ
た
る
べ
し
。
此
面
白
し
と
見
る
は
花
な
る
べ
し
」

と
説
か
れ
て
い
て
、
こ
の
傍
線
部
の
記
述
も
「
面
白
し
11
花
」
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
d
の
「
花
の
公
案
」
と
い
う
語
は
、
世
阿
弥
の
芸
論
に
お

い
て
他
に
は
「
花
修
」
第
一
条
の
「
よ
き
能
を
上
手
の
せ
ん
事
、
な
に
と

て
出
で
来
ぬ
や
ら
ん
と
工
夫
す
る
に
、
も
し
、
陰
陽
の
和
せ
ぬ
所
か
。
又

は
花
の
公
案
な
き
ゆ
へ
か
」
と
い
う
記
述
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
事
例
の
類
似
点
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
条
の
増
補

記
事
は
「
花
伝
』
後
半
三
篇
と
同
類
の
「
花
の
論
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
の
用
語
と
新
し
い
思
想
内
容
は
見
出
せ
な
い

の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の

a
、
C

は
、
自
然
に
咲
く
草
木
と
の
対
比
で
、

能
の
花
や
面
白
さ
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
花
修
」
第
三
条
の
「
幽

玄
」
説
や
「
別
紙
口
伝
」
第
一
条
の
「
花
を
知
る
こ
と
」
な
ど
に
見
ら
れ

る
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
時
代
特
有
の
「
花
の
論
」
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
の
条
の
増
補
記
事
が
応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り
前
に
増
補
さ
れ
た
こ
と

(15) 

の
傍
証
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【

8
、
そ
の
他
の
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
の
質
】

「
公
案
」
の
語
を
含
み
、
応
永
二
十
年
代
後
半
の
増
補
と
通
説
で
み
な

さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
三
箇
条
（
「
問
答
条
々
」
第
五
条
、
第
六
条
、
第
八
条
）
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を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
「
問
答
条
々
」
第
五
条
の
増
補
記
事
は
、
「
上
手

は
下
手
の
手
本
、
下
手
は
上
手
の
手
本
な
り
」
と
の
名
言
に
関
連
し
た
説

で
あ
る
が
、
用
語
や
思
想
内
容
は
『
花
伝
』
後
半
三
篇
と
同
類
で
あ
り
、

応
永
二
十
年
代
後
半
の
芸
論
の
用
語
や
思
想
内
容
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、

「
問
答
条
々
」
第
八
条
（
全
体
が
増
補
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）
は
、
「
し
ほ
れ
た
る
」

美
に
関
す
る
説
で
あ
る
が
、
「
し
ほ
れ
た
る
」
と
い
う
語
以
外
は
、
用
語

や
思
想
内
容
は
『
花
伝
」
後
半
三
篇
と
同
類
で
あ
り
、
応
永
二
十
年
代
後

半
の
芸
論
の
用
語
や
思
想
内
容
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

条
の
本
文
中
に
「
花
咲
か
ぬ
草
木
の
し
ほ
れ
た
ら
ん
は
、
な
に
か
面
白
か

る
べ
き
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
然
に
咲
く
草
木
と
の
対
比
で

能
の
花
と
面
白
さ
を
説
明
す
る
「
花
の
論
」
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
「
花

修
」
「
別
紙
口
伝
」
時
代
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
問
答
条
々
」
第
六
条
は
、
「
た
け
た
る
位
」
と
い
う

語
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
語
が
世
阿
弥
の
芸
論
で
も
「
花
鏡
」
第

十
五
条
「
妙
所
之
事
」
と
「
至
花
道
j

と
「
申
楽
談
儀
』
（
二
箇
所
）
に
の

み
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
応
永
一
一
十
年
代
後
半
の
芸
論
の

用
語
と
判
断
さ
れ
、
「
問
答
条
々
」
第
六
条
の
増
補
は
通
説
ど
お
り
応
永

二
十
年
代
後
半
の
増
補
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
「
公
案
」
の
語
を
含
む
増
補
記
事
に
は
、
「
問
答
条
々
」
第
六
条

の
よ
う
に
応
永
二
十
年
代
後
半
の
増
補
を
支
持
す
る
事
例
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
「
年
来
稽
古
条
々
」
＝
―
十
四
五
]
の
条
や
「
物
学
条
々
」
[
唐
事
]

の
条
や
「
問
答
条
々
」
の
第
四
条
や
第
五
条
や
第
八
条
は
応
永
二
十
年
代

後
半
よ
り
以
前
の
増
補
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
物
学
条
々
」

「
物
学
条
々
」
[
物
狂
]
の
条
に
つ
い
て
ヽ
表
章
氏
の
論
考
は
最
も
早
い

時
期
に
増
補
さ
れ
た
条
と
し
て
認
め
、
そ
の
増
補
は
「
第
三
ま
で
で
完
結

し
て
い
た
形
に
第
四
神
儀
と
奥
義
を
加
え
た
段
階
」
で
あ
り
、
「
花
修
」

第
一
条
の
「
二
の
巻
の
物
狂
の
段
」
言
及
記
事
の
執
筆
以
前
に
な
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
そ
の
増
補
時
期
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
そ
の
用
語
面
か
ら

検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
増
補
記
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

又
云
、
物
ま
ね
な
れ
ど
も
、
心
得
べ
き
事
あ
り
。
物
狂
は
憑
物
の
本

意
を
狂
ふ
と
い
へ
ど
も
、
女
物
狂
な
ど
に
、
あ
る
ひ
は
修
羅
闘
諄
．

鬼
神
な
ど
の
憑
く
事
、
こ
れ
、
な
に
よ
り
も
悪
き
事
也
。
…
（
中
略
）

…
こ
の
公
菊
を
持
つ
事
籾
割
也
。
…
（
中
略
）

．．． 
直
面
の
一
大
事
、
物

狂
の
一
大
事
、
二
色
を

T
凶
に
な
し
て
、
面
白
き
所
を
花
に
あ
て
ん

事
、
い
か
程
の
大
事
ぞ
や
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
条
の
増
補
記
事
に
は
、
「
初
期
花
伝
」

や
「
奥
義
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
花
修
」
に
は
用
い
ら
れ
て

い
る
「
公
案
」
「
一
心
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
公

案
」
と
い
う
語
は
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
(
+
一
箇
所
）
以
外
に
は

世
阿
弥
の
芸
論
で
は
、
「
花
修
」
（
二
箇
所
）
と
「
別
紙
口
伝
」
（
二
箇
所
）
と

『
習
道
書
」
（
一
箇
所
）
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
「
初
期
花
伝
」
の
増

[
物
狂
]
の
条
の
増
補
時
期
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補
時
期
に
世
阿
弥
が
愛
用
し
た
禅
林
用
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
一
心
」
と

い
う
語
は
、
そ
の
他
に
は
「
問
答
条
々
」
第
七
条
の
増
補
記
事
と
「
花
修
」

I

花
鏡
j

「
二
曲
三
体
人
形
図
』
「
遊
楽
習
道
風
見
l

「
習
道
書
』
『
申
楽
談
儀
」

に
お
い
て
、
「
―
つ
の
心
‘
―
つ
の
内
容
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い

ら
れ
る
、
使
用
時
期
に
片
寄
り
の
あ
る
世
阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
条
の
増
補
記
事
に
は
「
秘
事
」
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
「
秘
事
」
と
い
う
語
は
、
世
阿
弥
の
芸
綸
上
は
、
「
問

答
条
々
」
第
七
条
の
増
補
記
事
と
「
問
答
条
々
」
第
九
条
と
「
別
紙
口
伝
」

第
六
条
、
『
花
鏡
』
『
申
楽
談
俄
」
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
。

ま
た
、
「
他
人
に
芸
綸
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
」
旨
の
表
記
は

奥
書
・
祓
文
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
『
花
伝
』
初
期
三
篇
の
「
問

答
条
々
」
の
末
の
奥
書
や
、
五
巻
本
「
風
姿
花
伝
」
「
奥
義
」
の
末
の
践

文
に
は
そ
の
旨
の
記
載
は
な
く
、
「
花
修
」
、
「
別
紙
口
伝
」
以
後
に
な
っ

て
そ
の
旨
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
「
秘
事
」
の
語
の
使
用

時
期
に
片
寄
り
が
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

以
上
‘
[
物
狂
]
の
条
の
増
補
時
期
は
、
「
第
三
ま
で
で
完
結
し
て
い
た

形
に
第
四
神
儀
と
奥
義
を
加
え
た
段
階
」
で
あ
り
、
「
花
修
」
第
一
条
の
「
ニ

の
巻
の
物
狂
の
段
」
言
及
記
事
の
執
筆
以
前
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
た

と
え
ば
、
最
初
に
執
箪
さ
れ
た
「
奥
義
」
執
籠
直
後
と
は
考
え
難
く
、
「
公

案
」
「
一
心
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
ま
た
、
芸
論
を

秘
密
に
す
る
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
る
「
花
修
」
の
執
箪
時
期
ま
で
待
っ

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
前
掲
拙
稿
「
I

花
伝
j

物
学
条
々
の
「
舞
が
か
り
」
|
|
＇
増
補

と
の
関
連
と
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
ー
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
花
修
」

第
一
条
の
本
論
は
「
よ
き
能
の
作
り
方
と
よ
き
能
の
条
件
」
で
あ
り
、
前

掲
H

世
阿
弥
禅
竹
」
の
本
文
で
最
初
の
二
十
四
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
つ
づ
く
「
た
ゞ
し
、
こ
、
に
様
あ
り
」
を
文
頭
と
す
る
前

掲
『
世
阿
弥
禅
竹
」
の
本
文
で
十
一
行
の
記
事
は
、
悪
き
能
の
具
体
例
と

し
て
の
「
二
の
巻
の
物
狂
の
段
」
言
及
記
事
や
つ
づ
く
相
応
の
重
要
性
に

言
及
す
る
記
事
や
「
問
答
条
々
」
第
一
条
の
「
陰
陽
和
合
説
」
言
及
記
事

で
あ
り
、
「
花
修
」
第
一
条
の
本
論
補
足
の
増
補
文
の
可
能
性
が
高
い
の

で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
重
田
み
ち
氏
の
論
考
「
『
花

伝
』
第
七
別
紙
の
成
立
と
世
阿
弥
能
楽
論
の
転
機
1

別
紙
草
稿
の
推
定

(16) 

な
ら
び
に
義
持
時
代
に
お
け
る
内
容
変
更
ー
」
も
、
「
花
修
」
第
一
条

の
「
二
の
巻
の
物
狂
の
段
に
申
た
り
」
が
後
年
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と
推

測
し
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
筆
者
や
重
田
氏
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
「
物

学
条
々
」
[
物
狂
]
の
条
の
増
補
時
期
は
ヽ
最
初
の
「
i

化
修
」
が
執
筆
さ

れ
た
後
と
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、
「
初
期
花
伝
」
の
め
ぼ
し
い
増
補
が
応
永
二
十
年
代
後
半
に
な

さ
れ
た
と
い
う
従
来
の
通
説
に
た
い
し
て
、
そ
れ
が
も
う
す
こ
し
遡
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
に
即
し
て
検

討
し
て
み
た
。
右
の
よ
う
な
本
稿
の
説
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
展
望
が
描
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
は

む
す
び
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「
『
花
伝
』
と
い
う
名
の
五
巻
本
」
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
ス

タ
ー
ト
は
「
花
修
」
執
筆
時
期
で
あ
る
（
「
花
修
」
第
一
条
の
「
二
の
巻
の
物
狂

の
段
」
言
及
記
事
が
増
補
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
初
の
「
花
修
」
が
執
箪
さ
れ
た
後
と
限

定
さ
れ
る
）
。
そ
し
て
、
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
に
基
づ
く
記
事
や
「
公
案
」

の
語
を
含
む
記
事
（
「
問
答
条
々
」
第
六
条
を
除
く
）
な
ど
の
め
ぽ
し
い
増
補

は
応
永
二
十
年
代
後
半
よ
り
以
前
に
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
の
四
郎
へ
の
伝
授
後
（
応
永
二
十

年
こ
ろ
）
ま
も
な
く
に
は
こ
の
め
ぽ
し
い
増
補
は
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
応
永
二
十
年
代
後
半
に
は
「
風
姿
花
伝
』

と
改
名
さ
れ
、
『
風
姿
花
伝
j

執
筆
の
目
的
と
書
名
の
由
来
を
述
べ
る
記

事
が
「
奥
義
」
の
は
じ
め
に
増
補
さ
れ
、
『
花
伝
」
序
文
も
一
部
改
訂
さ
れ
、

「
問
答
条
々
」
第
六
条
な
ど
わ
ず
か
な
条
が
最
終
的
に
増
補
・
改
訂
さ
れ

て
五
巻
本
「
風
姿
花
伝
」
と
し
て
完
成
し
た
と
い
う
よ
う
な
展
望
と
な
ろ

う
。
本
稿
で
は
世
阿
弥
に
よ
る
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
時
期
が
通
説
よ
り

数
年
早
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
が
、
そ
の
数
年
の
違
い

が
世
阿
弥
の
思
想
の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

(
1
)
表
章
校
注
E

世
阿
弥
禅
竹
l

（
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）

(
2
)伊
藤
正
義
「
花
の
伝
ー
~
世
阿
弥
の
出
発
—
|
」
（
「
宝
生
流
声
の
百
番
集
』
別

巻
五
、
昭
和
五
十
年
）

(3)
表
章
「
『
花
伝
』
か
ら
『
風
姿
花
伝
』
へ
の
本
文
改
訂
」
（
『
語
文
』
第
三
十
八
輯

昭
和
五
十
六
年
）

(
4
)
表
章
『
能
狂
言

II
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
（
岩
波
講
座
、
昭
和
六
十
三
年
）

(5)
重
田
み
ち
氏
の
論
考
「
初
期
三
書
か
ら
『
花
伝
』
へ
、
『
花
伝
』
か
ら
『
風

姿
花
伝
j

へ
」
（
「
文
学
」
平
成
十
二
年
十
一
・
十
二
月
号
）
は
、
『
風
姿
花
伝
』
の

完
成
を
応
永
二
十
六
、
七
年
こ
ろ
と
限
定
し
て
い
る
が
、
以
下
、
「
応
永

二
十
年
代
後
半
」
と
い
う
表
現
を
「
風
姿
花
伝
j

へ
の
改
名
時
期
の
通
説

と
す
る
。

(6)
『
花
伝
』
序
文
前
半
の
「
神
儀
」
の
説
を
要
約
し
た
猿
楽
の
歴
史
も
箪
者
は

「
花
修
」
に
基
づ
く
役
者
の
心
構
え
と
と
も
に
改
名
前
の
『
花
伝
」
の
序
文

と
し
て
増
補
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
紙
面
の
都
合
で

詳
述
で
き
な
い
が
概
略
を
述
べ
る
と
、
義
持
時
代
と
な
っ
て
、
世
阿
弥
の

将
軍
に
贔
展
さ
れ
る
順
番
が
田
楽
増
阿
弥
と
近
江
猿
楽
道
阿
弥
の
つ
ぎ
と

な
っ
た
り
、
「
幽
玄
」
を
愛
好
す
る
将
軍
と
観
客
の
嗜
好
に
義
満
時
代
の

演
目
で
は
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
世
阿
弥
が
「
少
し
廃
る
る
」

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
「
神
儀
」
「
奥
義
」
の
執
筆
契
機
で
あ
り
、

「
神
儀
」
「
奥
義
」
は
巻
序
順
に
執
筆
さ
れ
、
世
阿
弥
は
「
神
儀
」
に
よ
っ
て
、

猿
楽
の
起
源
が
神
代
や
天
竺
に
あ
り
、
聖
徳
太
子
・
秦
河
勝
、
さ
ら
に
秦

氏
安
に
連
な
る
由
緒
正
し
い
芸
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
田
楽
に
対
抗
し

よ
う
と
し
た
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
章
氏
の
「
世

注
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阿
弥
の
「
サ
ル
ガ
ク
11
申
楽
」
説
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
能
楽
研
究
』
第
十
八
号
、

乎
成
六
年
）
の
説
（
「
申
楽
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
神
儀
」
が

応
氷
二
十
五
年
以
降
の
成
立
で
あ
る
と
す
る
説
）
に
つ
い
て
は
、
右
の
表
氏
の
説

も
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
「
神
俄
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
申

楽
」
と
い
う
語
は
応
永
二
十
年
後
半
に
増
補
・
改
訂
さ
れ
た
と
考
え
る
。

(
7
)
以
下
に
「
公
案
」
「
宛
が
ひ
」
「
成
就
」
「
見
所
」
「
た
し
な
む
」
「
初
心
」
「
堪

能
」
「
非
道
」
「
情
識
」
「
批
判
」
の
十
語
に
つ
い
て
世
阿
弥
の
芸
論
に
お
け

る
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

「
公
案
」
と
い
う
語
は
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
八
箇
条
（
「
年
来

稽
古
条
々
」

U

一
十
四
五
]
の
条
、
「
物
学
条
々
」
の
[
老
人
]
[
物
狂
]
[
唐
事
]
の
条
ヽ

「
問
答
条
々
」
の
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
八
条
に
合
計
十
一
箇
所
）
と
「
花
修
」

（
二
箇
所
）
、
「
別
紙
口
伝
」
（
二
箇
所
）
お
よ
び
『
習
道
書
』
（
一
箇
所
）
で
用
い

ら
れ
て
い
る
禅
林
用
語
で
あ
る
。
世
阿
弥
が
い
つ
か
ら
禅
と
接
触
し
だ
し

た
か
に
つ
い
て
、
香
西
精
氏
の
論
考
「
世
阿
弥
の
禅
的
教
養
」
（
「
文
学
』
昭

和
三
十
三
年
十
二
月
号
）
は
、
「
応
永
十
五
年
以
後
、
さ
し
て
遠
か
ら
ぬ
あ
る

時
期
」
と
し
、
表
氏
の
論
考
は
、
「
公
案
」
と
い
う
禅
林
用
語
の
使
用
例
を

分
析
し
、
「
世
阿
弥
が
「
公
案
」
を
自
己
の
語
菓
に
加
え
た
の
は
、
そ
の
語

が
―
つ
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
奥
義
篇
（
の
最
初
の
形
）
の
成
立
後
、
第
六

花
修
や
第
七
別
紙
口
伝
の
自
筆
本
を
書
く
以
前
、
具
体
的
に
は
応
永
十
年

代
中
頃
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
公
案
」

と
い
う
語
は
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
時
期
的
に
も
「
花

修
」
「
別
紙
口
伝
」
と
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
に
集
中
す
る
語
と
い
え

よ
う
。「
宛
が
ひ
（
宛
が
ふ
）
」
と
い
う
語
は
、
増
補
記
事
で
あ
る
「
物
学
条
々
」

の
序
（
一
箇
所
）
と
「
花
修
」
（
二
箇
所
）
、
「
別
紙
口
伝
」
（
三
箇
所
）
、
『
花
習
』
（
一

箇
所
）
、
『
花
鏡
』
（
四
箇
所
）
、
『
至
花
道
』
（
一
箇
所
）
、
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
（
三

箇所）、
I
-

―-道
l

（
一
箇
所
）
、
I

曲
付
次
第
j

（
五
箇
所
）
、
『
風
曲
集
』
（
二
箇
所
）
、

『
拾
玉
得
花
」
（
十
三
箇
所
）
、
マ
五
音
曲
条
々
』
（
一
箇
所
）
、
『
習
道
書
』
（
一
箇
所
）

の
合
計
十
三
芸
論
で
、
「
配
慮
、
配
当
の
仕
方
、
演
じ
方
」
と
い
う
ほ
ど
の

意
味
で
、
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
、
『
拾
玉
得

花
」
で
多
用
さ
れ
た
世
阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
り
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
、
用
法
に
片
寄
り
の
あ
る
語
と
い
え
よ
う
。

「
成
就
」
と
い
う
語
は
、
「
問
答
条
々
」
第
一
条
の
増
補
記
事
（
五
箇
所
）
と
「
花

修
」
（
一
箇
所
）
、
『
花
鏡
」
（
二
箇
所
）
‘
「
-
―
-
道
』
（
一
箇
所
）
、
『
遊
楽
習
道
風
見
j

（
二
箇
所
）
、
『
拾
玉
得
花
』
(
+
九
箇
所
）
、
「
五
音
』
（
二
箇
所
）
、
「
習
道
書
』
（
六

箇
所
）
、
『
却
来
花
』
（
一
箇
所
）
、
『
申
楽
談
俵
』
（
三
箇
所
）
、
『
金
春
太
夫
宛
書

状
』
（
一
箇
所
）
の
合
計
十
一
芸
論
で
、
「
成
功
、
完
成
、
達
成
」
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
で
、
「
花
修
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
、
『
拾
玉
得
花
』
で

多
用
さ
れ
た
世
阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
り
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
、
用
法
に
片
寄
り
の
あ
る
語
と
い
え
よ
う
。

「
見
所
」
と
い
う
語
は
、
増
補
記
事
で
あ
る
「
物
学
条
々
」
の
序
（
一
箇
所
）

と
「
奥
義
」
（
二
箇
所
）
、
「
花
修
」
（
二
箇
所
）
、
『
花
鏡
」
（
八
箇
所
）
、
『
至
花
道
』
（
三

箇
所
）
、
『
三
道
』
（
二
箇
所
）
、
『
九
位
]
(
―
箇
所
）
、
『
拾
玉
得
花
』
（
七
箇
所
）
、
「
五

音
曲
条
々
l

（
二
箇
所
）
、
「
習
道
書
』
（
一
箇
所
）
、
「
金
春
太
夫
宛
書
状
』
（
一
箇
所
）
、

の
合
計
十
一
芸
論
に
お
い
て
、
「
見
物
席
、
見
物
人
、
み
ど
こ
ろ
、
見
抜
き

得
る
所
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
「
奥
義
」
「
花
修
」
時
期
か
ら
用
い
ら

れ
は
じ
め
、
「
花
鏡
j

や
「
拾
玉
得
花
』
で
多
用
さ
れ
た
世
阿
弥
の
愛
用
語

で
あ
り
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
用
法
に
片
寄
り
の
あ

る
語
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
香
西
氏
は
「
見
所
」
は
禅
林
用
語
の
「
見
処
」

よ
り
き
た
も
の
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
論
考
「
世
阿
弥
の
禅
的
教
養
」
）
。
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「
た
し
な
む
（
た
し
な
み
）
」
と
い
う
語
は
、
「
物
学
条
々
」
[
女
]
の
条
の
「
初

期
花
伝
」
の
部
分
（
「
女
が
か
り
、
若
き
為
手
の
た
し
な
み
に
似
合
ふ
事
な
り
」
）
と
、

「
物
学
条
々
」
[
鬼
]
の
条
の
表
氏
の
吟
直
考
が
指
摘
し
て
い
る
改
訂
部
分
（
鬼

の
面
白
か
ら
む
た
し
な
み
）
と
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
五
箇
条
（
「
年

来
稽
古
条
々
」
[
四
十
四
五
]
の
条
ヽ
「
物
学
条
々
」
の
序
ヽ
[
女

r
[物
狂
]
の
条
ヽ
「
問

答
条
々
」
第
三
条
）
と
「
奥
義
」
（
七
箇
所
）
、
「
花
修
」
（
四
箇
所
）
、
「
別
紙
口
伝
」

（
四
箇
所
）
、
『
音
曲
口
伝
』
（
一
箇
所
）
、
『
花
鏡
』
（
三
箇
所
）
、
『
至
花
道
j

(

I

 

箇
所
）
、
『
遊
楽
習
道
風
見
』
（
一
箇
所
）
、
『
拾
玉
得
花
j

（
二
箇
所
）
、
『
習
道
書
」

（
一
箇
所
~
）
の
合
計
十
芸
論
に
お
い
て
、
「
心
が
け
る
、
稽
古
す
る
、
努
力
す
る
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
「
奥
義
」
「
花
修
」
「
別
紙
口
伝
」
時
期
か
ら
用
い

ら
れ
は
じ
め
、
晩
年
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
世
阿
弥
の
愛
用
語
で

あ
る
。
な
お
、
「
物
学
条
々
」
[
女
]
の
条
の
右
の
「
初
期
花
伝
」
の
記
事

に
つ
い
て
表
氏
の
論
考
は
増
補
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
右
の

[
鬼
]
の
条
の
「
た
し
な
み
」
と
同
じ
く
、
後
年
の
改
訂
と
考
え
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
た
し
な
む
（
た
し
な
み
）
」
と
い
う
語
は
表
氏
の

論
考
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
来
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、

要
注
意
語
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
初
心
」
と
い
う
語
は
、
「
年
来
稽
古
条
々
」
[
五
十
有
余
]
(
云
回
所
）
と

「
問
答
条
々
」
第
六
条
の
「
初
期
花
伝
」
の
記
事
（
一
箇
所
）
に
用
い
ら
れ

て
い
る
ほ
か
は
、
「
初
期
花
伝
」
の
増
補
記
事
の
三
箇
条
（
「
年
来
稽
古
条
々
」

[
二
十
四
五
]
の
条
、
「
物
学
条
々
l

[

物
狂
]
の
条
、
「
問
答
条
々
」
策
五
条
の
四
箇
所
）

と
「
奥
義
」
（
三
箇
所
）
、
「
花
修
」
（
四
箇
所
）
、
「
別
紙
口
伝
」
（
四
箇
所
）
、
『
花

鏡
』
（
二
十
七
箇
所
）
、
「
至
花
道
j

（
七
箇
所
）
、
『
風
曲
集
」
（
二
箇
所
）
、
『
遊
楽

習
道
風
見
』
（
一
箇
所
）
、
「
拾
玉
得
花
』
（
一
箇
所
）
、
『
五
音
曲
条
々
』
（
一
箇
所
）

の
合
計
十
芸
論
に
お
い
て
、
「
初
心
者
、
初
心
時
代
、
若
年
の
頃
の
未
熟
な

芸
、
時
期
ご
と
の
初
体
験
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
世

阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
る
。
表
氏
の
論
考
は
、
「
「
初
心
」
の
語
も
、
「
五
十
有
余
」

の
条
に
も
見
え
る
が
、
当
初
か
ら
世
阿
弥
の
語
彙
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ど

う
か
が
疑
わ
れ
る
要
注
意
語
で
あ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
従
う

べ
き
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
表
氏
の
綸
考
は
「
問
答
条
々
」
第
六
条
の

「
初
心
」
に
つ
い
て
は
増
補
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
条
の
「
又

云
」
以
降
の
文
末
ま
で
の
本
文
の
す
べ
て
が
増
補
の
可
能
性
も
あ
り
、
こ

れ
も
後
の
改
訂
ま
た
は
増
補
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
「
奥
義
」
の
三
箇
所
の
「
初
心
」
と
い
う
語
も
増
補
説
の
出
て
い
る
「
奥

義
」
後
半
に
用
い
ら
れ
、
増
補
の
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
初
心
」
と

い
う
語
は
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
「
花
修
」
「
別
紙
口

伝
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
、
『
花
鏡
j

に
多
用
さ
れ
た
、
用
法
に
片

寄
り
の
あ
る
語
と
み
な
せ
よ
う
。

「
堪
能
」
と
い
う
語
は
、
「
年
来
稽
古
条
々
」
[
+
三
―
-
]
と
[
-
二
十
四
五
]

の
条
の
「
初
期
花
伝
」
の
記
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
「
問
答
条
々
」

第
七
条
の
増
補
記
事
（
一
箇
所
）
と
「
奥
義
」
（
一
箇
所
）
、
「
花
修
」
（
一
箇
所
）
、

冗
鏡
』
（
一
箇
所
）
、
『
曲
付
次
第
』
（
一
箇
所
）
、
「
遊
楽
習
道
風
見
j

（
二
箇
所
）
、

『
九
位
』
（
三
箇
所
）
、
『
拾
玉
得
花
』
（
三
箇
所
）
、
『
五
音
曲
条
々
』
（
二
箇
所
）
、

『
五
音
』
（
一
箇
所
）
、
『
習
道
書
j

（
一
箇
所
）
、
「
夢
跡
一
紙
]
(
―
箇
所
）
の
合

計
十
二
芸
論
に
お
い
て
、
「
技
芸
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
「
奥
義
」
「
花
修
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
、

晩
年
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
世
阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
る
。
こ
の
「
堪

能
」
と
い
う
語
は
表
氏
に
よ
っ
て
要
注
意
語
と
み
な
さ
れ
て
い
て
、
「
初
期

花
伝
」
の
二
つ
の
用
例
は
後
年
の
改
訂
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

「
非
道
」
と
い
う
語
は
、
『
花
伝
l

序
文
（
全
体
増
補
）
と
「
奥
義
」
に
の
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み
各
一
箇
所
用
い
ら
れ
、
し
か
も
「
専
門
以
外
の
道
。
猿
楽
以
外
の
諸
芸
」

と
い
う
ほ
ど
の
特
殊
な
意
味
で
、
「
奥
義
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
、

「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
用
法
に
片
寄
り
の
あ
る
語
と
い

え
よ
う
。

「
情
識
」
と
い
う
語
は
、
『
花
伝
l

序
文
（
二
箇
所
）
と
「
問
答
条
々
」
第

五
条
の
増
補
記
事
（
一
箇
所
）
と
「
奥
義
」
（
二
箇
所
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
語
は
禅
林
用
語
か
ら
出
て
室
町
期
に
通
用
し
た
「
慢
心
に
基
づ
く
頑

固
な
心
」
を
意
味
す
る
（
「
世
阿
弥
禅
竹
j

頭
注
）
、
「
奥
義
」
時
期
か
ら
用
い

ら
れ
は
じ
め
た
、
「
初
期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
用
法
に
片
寄

り
の
あ
る
語
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
「
批
判
」
と
い
う
語
は
、
「
物
学
条
々
」
[
老
人
]
の
条
（
l

箇

所
）
と
「
問
答
条
々
」
第
四
条
（
一
箇
所
）
の
「
初
期
花
伝
」
の
記
事
に
用

い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
「
問
答
条
々
」
第
七
条
（
一
箇
所
）
と
第
八
条
(

l

箇
所
）
の
増
補
記
事
と
「
奥
義
」
（
一
箇
所
）
、
「
別
紙
口
伝
」
（
三
箇
所
）
、
『
花
鏡
』

（
五
箇
所
）
、
『
至
花
道
』
（
一
箇
所
）
、
『
拾
玉
得
花
』
（
一
箇
所
）
、
『
申
楽
談
儀
』

（
一
箇
所
）
の
合
計
七
芸
論
に
お
い
て
、
「
批
評
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
世
阿
弥
の
愛
用
語
で
あ
る
。
こ
の
「
批
判
」
と
い
う
語
も
、

表
氏
に
よ
り
要
注
意
語
と
み
な
さ
れ
て
い
て
、
「
初
期
花
伝
」
の
二
つ
の
用

例
は
後
年
の
改
訂
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
語
は
「
奥
義
」
「
別
紙
口
伝
」
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
、
「
初

期
花
伝
」
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
用
法
に
片
寄
り
の
あ
る
語
と
い
え

よヽ
つ。

(8)
重
田
み
ち
氏
の
論
考
「
『
花
伝
』
成
立
の
初
期
の
経
緯
と
世
阿
弥
の
「
花
」
」

（
「
能
・
研
究
と
評
論
」

21
号
、
平
成
八
年
）
は
、
応
永
七
年
を
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な

い
時
期
に
「
別
紙
口
伝
」
の
第
一
条
か
ら
第
四
条
が
執
鉦
さ
れ
、
「
物
学
条
々
」

[
老
人
]
の
条
の
増
補
は
「
別
紙
口
伝
」
第
三
条
の
執
鉦
前
後
と
推
測
し
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
確
で
は
な
い
。

(9)
拙
稿
「
『
花
伝
j

物
学
条
々
の
「
舞
が
か
り
」
増
補
と
の
関
連
と
そ
れ

が
意
味
す
る
も
の
ー
」
（
「
演
劇
学
論
叢
」
第
六
号
、
平
成
十
五
年
）

(10)
表
章
前
掲

(
1
)
『
世
阿
弥
禅
竹
』
頭
注
指
摘

(11)
表
章
前
掲

(
l
)
『
世
阿
弥
禅
竹
』
頭
注
指
摘

(12)
表
章
前
掲

(1)
『
世
阿
弥
禅
竹
j

頭
注
指
摘

(13)
竹
本
幹
夫
「
風
体
形
成
試
論
」
（
「
能
・
研
究
と
評
論
」
十
―
二
号
、
昭
和
六
十
年
）

(14)
伊
藤
氏
の
論
考
「
風
姿
花
伝
」
（
鑑
賞
H
本
古
典
文
学
「
中
世
評
論
集
」
、
角
川
瞥
店
、

昭
和
五
十
一
年
）
は
、
「
問
答
条
々
」
第
一
条
の
陰
陽
論
の
増
補
時
期
が
「
花

修
」
成
立
以
前
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
成
就
」
の
語
を
手
が
か
り
と
す
る

と
、
『
花
伝
j

増
補
の
他
の
例
と
と
も
に
、
「
花
修
」
成
立
後
の
可
能
性
が

高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
「
問
答
条
々
」

第
一
条
の
増
補
記
事
に
は
「
成
就
」
の
語
以
外
は
、
応
永
二
十
年
後
半
に

主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
は
な
く
、
ま
た
、
「
成
就
」
の
語
は
「
花
修
」
第

一
条
に
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
増
補
時
期
が
応
永
二
十
年

代
後
半
以
前
と
考
え
て
も
問
題
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
節
で
検

討
し
た
「
花
修
」
に
基
づ
く
増
補
記
事
の
「
問
答
条
々
」
第
七
条
の
増
補

時
期
が
応
永
二
十
年
代
後
半
以
前
で
あ
る
と
い
う
事
例
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
「
問
答
条
々
」
第
一
条
、
し
た
が
っ
て
、
「
問
答
条
々
」
第
三
条
の
増

補
時
期
は
い
ず
れ
も
応
永
二
十
年
代
後
半
以
前
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ

、つ

(15)
重
田
み
ち
氏
の
前
掲
論
考
「
初
期
三
書
か
ら
『
花
伝
』
へ
、
『
花
伝
』
か
ら

「
風
姿
花
伝
』
へ
」
は
、
「
問
答
条
々
」
第
四
条
の
増
補
記
事
が
、
「
花
」
を

中
心
に
取
り
上
げ
、
「
公
案
」
の
語
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
に
字
音
語
も
少
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な
く
、
籠
致
が
「
初
期
花
伝
」
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、

こ
れ
が
「
別
紙
口
伝
」
の
後
半
あ
た
り
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う

説
を
提
起
し
て
い
る
。

(16)
重
田
み
ち
「
『
花
伝
』
第
七
別
紙
の
成
立
と
世
阿
弥
能
楽
論
の
転
機
1

別

紙
草
稿
の
推
定
な
ら
び
に
義
持
時
代
に
お
け
る
内
容
変
更
」
（
「
立
命
館

文
学
」
第
五
八
五
号
、
平
成
十
六
年
）
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